
川越地区保護司会神奈川医療少年院視察研修（平成29年10月19日）

　

川
越
地
区
保
護
司

会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
更
生
保
護
活
動
を

通
じ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り

に
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

当
市
で
は
、
川
越
地
区
保
護
司
会
ふ
じ
み
野
支

部
の
皆
様
を
は
じ
め
、
更
生
保
護
女
性
会
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
、
青
少
年
健
全

育
成
団
体
、薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
、教
育
機
関
、

地
域
の
方
々
が
連
携
し
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
に
さ
い
た

ま
保
護
観
察
所
長
に
就
任
し
ま
し
た
押
切（
お
し

き
り
）と
申
し
ま
す
。
川
越
地
区
保
護
司
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
よ
り
更
生
保
護
の
活
動
に
御
尽
力

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
国
の
再

犯
防
止
推
進
計
画
を
、
い
よ
い
よ
地
方
公
共
団
体

ご
と
に
も
策
定
・
実
施
し
て
い
た
だ
く
年
と
な
り

ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち

更
生
保
護
関
係
者
が
、「
な
ぜ
再
犯
防
止
が
大
切

な
の
か
」と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
く
理
解
し

ふ
じ
み
野
市
の
社
明
運
動
に
つ
い
て

ふ
じ
み
野
市
長　
　

高
畑  



博

再
犯
防
止
に
つい
てさ

い
た
ま
保
護
観
察
所
長　
　

押
切
　

久
遠

　

ま
た
、
保
護
司
の
皆
様
に
は
、
駅
構
内
で
の
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

ほ
か
、
市
内
の
中
学
校
全
６
校
を
訪
問
し
、
卒
業

を
控
え
た
３
年
生
に
特
別
授
業
と
し
て
、
非
行
防

止
や
罪
を
犯
し
た
人
達
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
特
別
授
業
が
生
徒
の
心
に
刻
ま
れ
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
達
の
非
行
防
止
に
結
び
つ
く

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が

平
成
28
年
に
施
行
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
再
犯
防

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
な
り
に
整
理
す
る
と
、
再
犯
防
止
に
よ
っ
て

犯
罪
や
非
行
を
減
ら
す
こ
と
の
社
会
的
意
義
は
次

の
３
点
に
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
新
た
な
被
害

者（
犯
罪
に
よ
っ
て
辛
い
思
い
を
す
る
方
）
を
生

ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
２
つ
目
は
、
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
守
る
こ
と
、

３
つ
目
は
、
社
会
経
済
的
な
損
失
を
防
ぐ
こ
と

（
受
刑
者
に
か
か
る
費
用
は
一
人
一
千
万
円
と
も

試
算
さ
れ
て
い
ま
す
）で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
私
も
そ
う
で
す
が
、
更
生
保
護
関

係
者
の
方
々
の
多
く
は
、
不
遇
な
環
境
の
中
で
犯

止
へ
の
取
組
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
社
会

の
実
現
の
た
め
、
保
護
司
の
皆
様
の
一
層
の
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
と
い
う
こ
と
に

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
関
心
を
大
切

に
し
た
上
で
、
立
ち
直
り
支
援
に
よ
る
再
犯
防
止

の
重
要
性
を
、
多
く
の
人
々
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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＊保護観察とは、罪を犯した人を一般社会で生活させながら、保護司が 1 か月に 2 回以上接触をし、生活上

の助言や就労の援助などを行い、その立ち直りを助けることです。

＊生活環境調整とは、刑務所や少年院に収容されている人が、釈放後に社会復帰が円滑に果たせるように、

帰住先の調査や家族・引受人、就職先などと話し合い、受け入れ態勢を整えてやることです。
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検挙・補導人員は全国で40,103人で、埼玉県2,090人と昨年に比して6
位から7位となりました。内訳を見ると男女比率は、男子1,846人（88.3
％）で・女子244人（11.7％）。罪種別では全て減少傾向ですが、窃盗
犯が１位で（1,154人：55.2％）となっています。
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年度別・居住地別検挙状況
（刑法犯少年の人口比）

１． さいたま保護観察所内の非行名・罪名新受件数（『さいたまの更生保護』平成19年版・平成29年版より）

２． 埼玉県の少年非行情勢について（『平成29年版少年非行白書』より）

３． 地域別保護観察等の取り扱い状況（平成29年12月）

都道府県別検挙・補導人員（平成28年）

　18年に比べ、総数は減少している中で「覚せい剤」と「詐欺」の占める割合が高く、社会情勢を反映している。
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7.8
＊人口比とは14歳から19歳の人口千人当たりの

　検挙人員をいう。 28年は、 全国（4.5）の中で埼

　玉県（4.5）が16番目、1番が沖縄県（7.5）、2番が

　福岡県（7.4）、3番が東京都（5.8）でした。
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１ 更生保護ってなんだろう？

　犯罪や非行をした人の立ち直りを社会の中で
見守り、地域のチカラで支えて行く。それが「更
生保護」です。（法務省「「更生保護」ってなんだろ
う？」（「社会を明るくする運動」啓発リーフレッ
ト及び「くらくら」第４号参照）

２ 保護観察における薬物乱用者の現状

　平成28年度の「矯正統計年報」によると、薬物
事犯の新受刑者総数は20467人、そのうち覚せ
い剤事犯者は5580人で全体の27.3％を占めて
います。この割合は平成23年度からほぼ横ばい
の状態です。

３ 保護観察における薬物乱用者対策

（１）刑事施設受刑中の段階
　　�　全国の保護観察所では、覚せい剤の自己
使用による受刑者の家族その他の引受人を
対象とした「家族会・引受人会」を実施して
います。

（２）保護観察の段階
　　�　仮釈放者及び保護観察付執行猶予者のう
ち一定の条件に合致する覚せい剤事犯者に
対し、「覚せい剤事犯者処遇プログラム」を
実施しています。

４ 薬物乱用者に対する更生保護の役割

　薬物乱用とは、覚せい剤や大麻、シンナーな
どを社会的規範から逸脱した目的や方法で使う
ことをいい、一回の使用でも乱用になります。
薬物を乱用すると、脳に作用し、依存を引き起

こします。健康のみならず、社会に大きな影響
を与えます。
　薬物乱用者に対する更生保護の役割は、「薬物
再使用の防止」と「援助へのかかわりの促進」で、
保護観察の役割は、薬物再使用の未然防止を図
ることなのです。

5 薬物再乱用防止プログラム

　プログラムの対象者は、保護観察に付される
こととなった犯罪事実に、指定薬物又は規制薬
物等の所持・使用等に当たる事実が含まれる仮
釈放者又は保護観察付執行猶予者（特別遵守事項
で受講を義務付けて実施）です。
　保護観察官が実施する教育課程と、全５回の
コアプログラム及びステップアッププログラム
があります。

6 今後の課題

　刑事施設及び保護観察所における指導・援助
は、裁判で言い渡された期間内においてのみ実
施できるものです。受刑者はいずれ釈放されて
地域の中で生活することとなります。保護観察
対象者もその期間が経過した後は、保護観察官、
保護司、更生保護施設職員等の指導下から離れ
てしまいます。刑事施設及び保護観察所では、
受刑者又は保護観察対象者が地域支援へ移行し
た後を見据えて、指導・助言の一貫性や持続性
を維持すべく、その指導・援助に当たる必要が
あるでしょう（下総精神医療センター「研修情報」
参照）。
� （大谷 英二）

薬物乱用者に対する
更正保護のかかわり

　
人
と
人
を
つ
な
ぐ
も
の

　

あ・

か
る
く
、
い・

つ
も
、
さ・

き
に
、
つ・

づ
け
る
こ
と
そ
れ
は
、
あ
い
さ
つ
で
す
。

あ
い
さ
つ
は
、
だ
れ
も
が
で
き
る
人
と

の
潤
滑
油
と
し
て
す
ば
ら
し
い
力
を
持

つ
も
の
な
の
で
す
。
私
達
が
気
持
ち
よ

く
生
活
す
る
第
一
歩
は
あ
い
さ
つ
か
ら

で
す
。

　

次
に
返
事
で
す
。
病
院
な
ど
で
名
前

を
呼
ば
れ
た
時
、
す
ぐ
に
「
ハ
イ
！
」

と
返
事
が
返
っ
て
く
る
と
、
ス
ム
ー
ズ

に
こ
と
が
運
び
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
は
き
物
を
揃
え
る
習
慣

で
す
。
特
に
ト
イ
レ
の
ス
リ
ッ
パ
は
次

の
人
が
使
用
す
る
時
に
、
は
き
や
す
い

よ
う
に
向
き
を
考
え
て
揃
え
て
あ
る
と

嬉
し
い
も
の
で
す
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
一
人
ひ

と
り
違
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
わ
り
の
人

た
ち
と
気
持
ち
よ
く
関
わ
り
明
る
い
毎

日
が
送
れ
た
ら
お
互
い
幸
せ
で
す
。
相

手
を
認
め
、
一
緒
に
高
め
あ
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
た
ら
、
世
の
中
が
さ
ら
に

よ
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

　
（
三
嶋
キ
ヨ
ミ
）
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信
じ
続
け
れ
ば
応
え
て
く
れ
る

　

晩
秋
の
午
後
、
埼
玉
教
育
会
館
に
て
、
埼
玉
弁
護

士
会
主
催「
非
行
少
年
の
実
情
と
少
年
法
年
齢
引
き

下
げ
問
題
を
考
え
る
」と
題
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。
い
く
つ
か
基
調
報
告
の
中
で
、
特

に
就
労
協
力
雇
用
主
Ａ
さ
ん
の
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
北
九
州
市
内
三
ケ
所
で
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
を
経
営
し
、
こ
れ
ま
で
罪
を
犯
し
た
少
年
少

女
た
ち
を
一
三
〇
人
以
上
雇
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
の
会
社
は
、
就
職
面
接
し
た
少
年
は
必
ず

雇
い
ま
す
。
断
れ
ば
、
彼
ら
が
自
己
否
定
感
を
強
め

再
起
を
図
る
意
志
を
失
う
か
ら
で
す
。
家
庭
環
境
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
基
本
的
生
活
習

慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
の
で
す
。
採
用
し
て
も
仕

事
に
対
す
る
心
構
え
が
持
て
ず
、
無
断
欠
勤
を
重
ね

る
者
も
少
な
く
な
い
と
言
う
。

　

Ａ
さ
ん
の
会
社
に
は
解
雇
と
い
う
言
葉
は
な
く
、

遅
刻
、
欠
勤
者
は
毎
日
家
ま
で
迎
え
に
行
き
ま
す
。

雇
用
し
て
も
出
た
り
入
っ
た
り
平
均
四
回
、
な
か
に

は
八
回
と
い
う
強
の
者
も
い
る
と
い
う
。
そ
の
日
の

売
上
金
を
持
ち
逃
げ
さ
れ
た
り
、
計
算
ミ
ス
が
多
く

赤
字
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
決
し
て
怒

ら
ず
辛
抱
強
く
教
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
一
八
歳
に
な
る
と
、
自
動
車
運
転
免
許
を

取
ら
せ
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
他
の
会
社
を
紹

介
す
る
こ
と
も
あ
る
。
講
演
が
終
わ
り
質
問
者
か

ら
、「
二
〇
年
間
続
け
て
こ
ら
れ
た
原
動
力
は
何
で
す

か
」と
問
わ
れ
、「
罪
を
犯
し
た
青
少
年
へ
の
愛
情
で

し
ょ
う
か
」と
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
っ
た
。

�

（
関　

健
二
）

　
　
　
休
け
い
室

０や極端に低い学校には指導主事を派遣し実態調査
を実施している。様々な家庭環境や課題を持った子
供たちが集う学校において、いじめが発生しないわけ
がなく、大切なことはいじめを深刻化させず、被害を
受けた子供だけでなく、いじめに関わった子供を早期
に立ち直らせることである。続いて、いじめの深刻化
の防止に重要なことは、子供の心を十分に理解するこ
とで、いじめの被害者のみならず、いじめに関わった
子供も同様である。理解するためには子供の話にし
っかりと耳を傾けなければならないが、親や教師は、
ややもすると子供の話を自分の常識の範疇で聞こう
とし、子供が真に伝えたいことが大人の心に届かない
ことがある。折角子供から大人に自分の今の苦しみ
を伝えても、それが理解してもらえなかった時、話を
したことがさらに子供の苦しみを深くさせてしまう
こともある。子供の話を聞く時の大人は、子供の話を
素直な心で聞き、共感する心構えが不可欠であろう。
　子供の自殺予防について、いじめの防止の視点から
二点ほど述べさせていただいたが、いじめの問題は、
大人社会の反映と言ってもよい。子供の自殺やいじ
めの問題の根本的解決のためには、子供のことに限定
せず、大人の社会全体の問題として捉えていくことが
必要ではないかと考える。

� （ ふじみ野市教育長　朝倉　孝 ）

　「子供の自殺」親にとり、大切な我が子が自ら命を
絶つことほど悲しみはない。さらに、自ら命を絶つほ
ど苦しんでいた我が子を救えなかったという自責の
念が重くのしかかってくる。しかし、このように重大
な影響を及ぼす子供たちの自殺は依然として年間約
300件程度のままで、減少する傾向は見られない。自
殺に至る原因は学業問題、親子関係、精神疾患等様々
であるが、取り分け教育現場において重大な関わりが
あるのが「いじめによる自殺」である。いじめによる
自殺を防止しようと教育現場では「いじめ防止対策推
進法」に基づき様々な取組を行っているが、残念なが
ら根絶できていないのが現状である。いじめ防止の基
本は早期発見、早期対応に尽きるが、この「早期」の
対応が遅れ、深刻な結果に至ってしまった事案をよく
聞く。なぜこれほどいじめ防止の重要性が指摘される
中、対応の遅れが出てしまうのか、私は「いじめはあ
ってはならない」という考え方に原因の一つがあるの
ではないかと考えている。いじめは「あってはならな
い」ことであれば、目の前で起きているいじめをいじ
めと認め難くしてしまうのではないか。いじめはいつ
でもどこでも起こり得るもので、「あってはならない」
のは、「いじめで苦しむ子供を出す」ことであろう。本
市では、いじめの認定のハードルをもっと低くし、学
校が早期発見、早期対応するよう常に学校を指導し、
定期的ないじめの実態調査では、いじめの報告件数が

あってならないのは『いじめで苦しむ子供』

社会を明るくする運動 (社明運動)

第67回「社会を明るくする運動」　埼玉県作文コンテストの入賞者
小学生の部 　埼玉県更生保護女性連盟会長賞
　　　　　　　川越市立高階西小学校３年（現在４年）　天本　璃空　
　　　　　　　題名「明るい未来に向かって」
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富士見市

坂戸市

鶴ヶ島市
川越市

ふじみ野市わがまちの

支
部
だ
よ
り

埼玉県マスコット「コバトン」

　
少
年
法
改
正
審
議

　

少
年
法
は
、
罪
を
犯
し
た
、
あ
る
い
は
そ
の
恐
れ
の
あ

る
少
年
の
更
生
、
犯
罪
へ
の
未
然
防
止
を
理
念
と
し
、
刑

罰
よ
り
保
護
・
教
育
に
重
点
を
置
い
た
、
成
人
と
は
異
な

る
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
を
定
め
た
法
律
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
未
成
年
者
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
の
発
生
、

犯
罪
年
齢
の
低
年
齢
化
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
少

年
犯
罪
の
厳
罰
や
、
犯
罪
被
害
者
へ
の
配
慮
を
求
め
る
世

論
の
高
ま
り
を
受
け
、
平
成
12
年
以
降
、
刑
罰
対
象
の
低

年
齢
化
や
厳
罰
化
等
に
向
け
た
数
次
の
改
正
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
権
が
得
ら
れ
る
年
齢
が
18
歳
以
上
に
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
民
法
で
は
法
制
審
議
会
の
答
申
を
得
て
、

現
在
、
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
少
年
法
に
つ
い
て
も
平
成

29
年
２
月
、
法
制
審
議
会
に
「
少
年
の
年
齢
を
18
歳
未
満

と
す
る
こ
と
」
及
び
「
処
遇
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
の

法
制
の
整
備
」
等
に
つ
い
て
諮
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
制
審
議
会
で
は
現
在
検
討
す
べ
き
論
点
を
整
理
し
、

「
年
齢
の
引
き
下
げ
」
に
つ
い
て
は
次
の
観
点
か
ら
検
討
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

〇�　

少
年
院
及
び
保
護
観
察
に
お
け
る
処
遇
が
年
長
少
年

に
対
し
て
も
有
効
に
機
能
し
て
い
る
中
で
の
引
き
下
げ

の
必
要
性

〇�　

権
利
能
力
を
有
す
る
「
成
年
者
」
を
、
後
見
的
な
観

点
か
ら
権
利
を
制
限
す
る
保
護
処
分
の
対
象
と
す
る
こ

と
の
可
否

〇�　

保
護
処
分
に
よ
る
教
化
や
処
遇
等
の
機
会
が
な
く
な

る
こ
と
に
よ
る
改
善
更
生
・
再
犯
防
止

〇�　
「
成
年
者
」
へ
の
保
護
処
分
、
刑
の
軽
減
等
に
対
す
る

犯
罪
被
害
者
・
国
民
の
理
解

〇�　
「
成
人
」
と
し
て
刑
事
処
分
の
対
象
と
な
る
こ
と
に
よ

る
犯
罪
の
抑
止
効
果

　

い
ず
れ
に
し
て
も
年
齢
引
き
下
げ
は
「
少
年
法
」
の
理

念
で
あ
る
改
善
更
生
・
健
全
育
成
に
大
き
く
関
わ
る
問
題

で
あ
り
、
今
後
と
も
審
議
の
方
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。�

（
原
島
正
克
）

川越支部　「川越市の防犯パトロール」
　地域密着型で実施する自治会・PTA・学校連携団体
などや、委嘱型で実施する川越市少年補導員・川越警察
署非行防止ボランティア連絡会などが、何れも特異性を
生かし、挨拶や声かけ、犯罪予防に繋がる活動を実施し
ています。具体的な効果として考えられるのは、挨拶を
通してお互いの顔を知ることや、声かけによって、少年
たちの帰宅誘導や地域の方々からの情報提供がありま
す。繁華街においては、青少年健全育成条例に基づいた
営業となっているか、喫煙・飲酒などの問題点はないか。
把握・改善・情報交換などがあります。以前より、こど
も110番の家などがあり、パトロールと連携して今後
も防犯に関する目配り・気配り・拠点づくりが重要と
考えます。� （守屋　裕子）

鶴ヶ島支部　「鶴ヶ島市の防犯パトロール」
　鶴ヶ島市では、市内の全中学校学区五地区に青少年
健全育成推進協議会が設置され、小・中学校PTA・自
治会などで構成されています。その中の部会で各地区、
防犯パトロールが行われています。
　私が住んでいる、第三地区青少年健全育成推進協議
会では、各地区自治会で開催される夏祭りでのパトロ
ールや夏休み中のパトロールを行っています。
　特に、子どもたちが犯罪に巻き込まれないように、又
犯罪をしないように、地域の目で見守っています。
� （伊藤　早苗）

富士見支部　「富士見市の防犯パトロール」
　鶴瀬駅西側線路沿いにT小学校区があります。
・学校応援団の一つ見守り隊は、緑色防犯ベストを着
け、登下校の交通指導を担っています。片や自主的に地
域巡回も行っています。巡回中に出会う緑ベスト姿は
定着し、安心感をもたらしています。
・児童生徒が学校から地域に戻る頃、買い物、犬の散歩、
花木手入れ等「大人の目を戸外へ」と呼びかけ、自然体
で心掛けています。
・10数年前、一町会の有志数名で始めた夜間パトロー
ルは、地域防犯の先駆けといえます。時を経た今、拍子
木と掛け声と防犯灯を点け、町会毎に防犯パトロール
が行われています。� （星野ツネ子）

ふじみ野支部　「ふじみ野市の防犯パトロール」
　愛犬家による犬の散歩を兼ねた防犯パトロール（「わ
んわんパトロール」）活動や、日常的にウォーキングを
楽しみながら防犯パトロール活動に参加する「ウォーキ
ングパトロール」、町会や自治会防犯担当役員等が中心
となり、「地域防犯パトロール」を実施するほか、毎年駅
頭で「防犯キャンペーン」を実施しています。このキャ
ンペーンは防犯PRのぼり旗を掲出し、キャンペーング
ッズの配布を行いながら、振込め詐欺の防止及び自転
車盗難防止を訴えています。参加者は、防犯推進会議会
員や青色防犯パトカー、市民パトロール隊、市の職員等
です。� （大谷英二）

坂戸支部　「坂戸市の防犯パトロール」
　当市は、地域住民、警察、行政が連携し、犯罪を起こ
させにくい環境づくりを推進するため、平成16年12月
18日の「安全で安心のまちづくり決起大会」を契機に、
市内全域に防犯パトロールが始まりました。パトロール
の形態は様々ですが、全員が防犯パトロール用ベストを
着用し、地域は地域が守る意識が高まり、現在では市内
に95団体のパトロール隊が存在しています。また、近
年、各小学校において地域ボランティアの人たちの協力
で児童の登下校の見守り活動も実施されています。
� （綿貫　幹雄）

防犯 ロパ ート ル

（5）第７号� 平成 30 年 7 月 1 日発行く ら く ら



平成30年度  事業計画

支
え
て
き
た
の
で
す
。
し
か
し
、
官
僚
は
み
っ
と

も
な
い
話
で
週
刊
誌
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
優
秀
な
官
僚
た
ち
が
高
い
志
を
持
ち
、
政

権
に
左
右
さ
れ
ず
、
純
粋
な
奉
仕
の
精
神
で
良

か
れ
と
思
わ
れ
る
政
策
を
策
定
し
、
実
施
し
て

き
た
の
に
、
い
つ
か
ら
官
僚
は
忖
度
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
自
衛
隊
日
報
隠
蔽
問

題
や
、
も
り
か
け（
森
友
学
園
・
加
計
学
園
）問

題
は
、
官
僚
機
構
が
腐
り
き
っ
て
し
ま
っ
た
証
左

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
官
僚
が
骨
抜
き
に
さ
れ

た
の
は
、「
内
閣
人
事
局
」の
せ
い
な
の
で
し
ょ
う

か
。
大
人
の
背
中
を
子
供
た
ち
は
見
て
い
ま
す
。

子
供
の
お
手
本
と
し
て
大
人
が
し
っ
か
り
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
内
閣
府
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
成
人
年

齢「
18
歳
」に
７
割（
読
売
本
社
世
論
調
査
で
は

56
％
）の
人
が
反
対
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
反
対
理
由
は
、「
意
識
レ
ベ
ル
が
相
対
的
に

低
す
ぎ
る
」「
経
済
的
に
自
立
し
て
い
な
い
人
が

多
い
か
ら
」と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
成
人
年

齢「
18
歳
」へ
の
引
き
下
げ
議
論
を「
知
ら
な
い
」

人
が
、
77
％
も
い
る
そ
う
で
す
。
少
年
法
改
正

が
今
後
ど
う
な
る
の
か
の
、
法
制
審
議
会
の
推

移
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
大
谷
英
二
）

編
集
後
記

◆「
く
ら
く
ら
」第
７
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

◆
巻
頭
に
は
、
ふ
じ
み
野
市
長
高
畑
博
さ
ん
の

「
ふ
じ
み
野
市
の
社
明
運
動
」を
、
さ
い
た
ま
保

護
観
察
所
長
の
押
切
久
遠
さ
ん
に
は
、
議
員
立

法
で
成
立
し
た「
再
犯
防
止
推
進
法
」を
受
け
て

「
再
犯
防
止
対
策
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、
原
稿

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
ま
た
、「
夏
休
み
明
け
」や「
始
業
式
前
後
」に

子
供
の
自
殺
が
相
次
い
だ
社
会
現
象
に
つ
い
て
、

子
供
の
自
殺
予
防
の
観
点
か
ら
、
元
中
学
校
長

で
現
ふ
じ
み
野
市
の
朝
倉
孝
教
育
長
に
、「
あ
っ

て
は
な
ら
な
い『
い
じ
め
』」に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

「
子
供
の
自
殺
や
い
じ
め
は
大
人
社
会
の
反
映
」

で
あ
る
と
、
い
じ
め
の
根
本
原
因
を
深
く
ひ
も
解

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
振
り
返
り
ま
す
と
こ
の
１
年
、
国
会
は
空
転

し
、
官
僚
の
辞
任
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
日
本
の
官
僚
制
度
が

音
を
た
て
て
崩
れ
落
ち
、
そ
の
権
威
は
地
に
落

ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
の
官
僚
は
優
秀
な
頭

脳
を
揃
え
た
、
勤
勉
で
実
直
な
集
団
と
し
て
戦

後
も
変
わ
ら
ず
に
、
日
本
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

―― 広 報 委 員 ――
　　　　  守屋　裕子（川越）
　　　　  村田　照子（川越）
　　　　  関根みどり（川越）
　　　　  原島　正克（坂戸）
　　　　  綿貫　幹雄（坂戸）
　　　　  久保島久和（鶴ヶ島）
　　　　  伊藤　早苗（鶴ヶ島）
会　  計　酒本　三郎（富士見）
副部会長　本橋　義明（富士見）
　　　　  星野ツネ子（富士見）
部 会 長　大谷　英二（ふじみ野）
　　　　  野村　茂　（ふじみ野）

５月　第１期統一研修会・総会
７月　第68回社会を明るくする運動
９月　第２期統一研修会
10月　施設参観研修
11月　第65回埼玉県更生保護大会
　　　第３期統一研修会
１月　第４期統一研修会・新年会

♦�「STOP！いじめ」に関する相談は
一人で悩まず相談しましょう

よい子の電話教育相談
子 供 専 用
(18歳以下）0120-8

ハロー

6-3
さいのくに

192 ヘ
保護者専用　　　　　 048-5

こ こ ろ

56-0
お は な し

874 ヘ

♦� 「非行防止」 に関する相談は
非行防止相談室＝鑑別所で心理職の職
員が担当。子育てに悩む親や教師、少年自身
などの相談を一般向けに受け付けています。
相談や来所の予約は、
さい た ま
少年鑑別所048-862-2051 ヘ
全 国 共 通
相談ダイヤル 0570-085-085 ヘ

♦� 「違法薬物？」 に関する相談は
ホワイトテレホン
　 コーナー　　048-822-4970 ヘ
ヤングテレホン
　 コーナー　　048-861-1152 ヘ

♦� 「警察」 への相談は、110番ではなく

「#9110」ヘ
相談専用電話は
048-822-9110 ヘ

下記の問題については、
それぞれの相談窓口へ

♦�「薬物問題に悩むご家族の方 」々は
NPO法人 埼玉ダルク家族会
048-823-3460 ヘ
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川
越
地
区
保
護
司
会
活
動
報
告

○
専
門
部
会

・
総
務
部
会　

三
回
開
催

・
研
修
部
会　

五
回
開
催

・
犯
罪
予
防
活
動
部
会　

四
回
開
催

・
更
生
援
助
活
動
部
会　

三
回
開
催

・
広
報
部
会　

六
回
開
催

昨
年
度
の
各
部
会･

自
主
研
修
テ
ー
マ

（
施
設
参
観
研
修
を
除
く
） 

○
川
越
支
部

○
坂
戸･

鶴
ヶ
島
支
部
合
同

○
富
士
見･

ふ
じ
み
野
支
部
合
同

　

い
ず
れ
の
部
会
も
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
。

平
成
29
年
度　

表
彰
者

藍
綬
褒
章　
　
　
　

関　
　
　

健　

二

法
務
大
臣
表
彰　
　

守　

屋　

裕　

子

　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　

光　

雄

法
務
大
臣
感
謝
状　

吉　

澤　

八
重
子

�

（
更
生
保
護
女
性
会
）

平
成
29
年
度　

保
護
司
の
異
動

退
任　

齋　

藤　

安　

雄（
鶴
ヶ
島
）

　
　
　

泉　

名　

弘　

文（
川　

越
）

　
　
　

丸　

山　

臺　

山（
坂　

戸
）

　
　
　

雪　

平　

幸
一
郎（
ふ
じ
み
野
）

�

（
以
上　

５
月
24
日
付
）

　
　
　

木　

藤　

隆
太
郎（
富
士
見
）

　
　
　

熊　

谷　

ほ　

の（
富
士
見
）

　
　
　

関　
　
　

健　

二（
富
士
見
）

　
　
　

深　

見　

水
季
夫（
ふ
じ
み
野
）

　
　
　

山　

崎　

道　

夫（
鶴
ヶ
島
）

�
（
以
上　

11
月
20
日
付
）

新
任　

無
し


